
　

〇

〇
◆　概要

　　橋梁など既存構造物の変状計測に連通管式沈下計（水盛式沈下計）が多用されています。この理由は、設置が容
　　易で安価なためです。しかしながら冬場では気温が氷点下になると、水が凍って計測不能になる可能性を秘めて
　　います。これに対処すべくヒーターユニットがありますが、温度が高くなってデータに影響するのみならず電力
　　過多になる恐れがあります。このことを打破すべく、まずは水が凍る過程を詳細に知る必要があります。現場の
　　事例を基に、水が凍る過程を知り、凍結防止に対処するものです。その1は、その要因について記してあります。
　　

◆　現場の事例を基に凍結要因を知る
　　　　　　　
　　水が凍る要因は、気温が氷点下になるためですが、氷点下に達すると即、凍結するものではありません。ここに
　　積算寒度という概念があります。積算寒度は、ある時間内の氷点下の温度を足したものです。現場で凍結した時
　　の積算寒度は－20℃でありました。その数値は、前日の21:00～当日の4:00までを1時間毎に積算したものです。
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